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双極子一双極子相互作用系に於る平均場近似の有効性について


























垂直方向には大きい ;つまり実空間での双極子双極子相互作用 Dijの異方性に対応 して,
Z方向には揃って従って横波のゆらぎをつくり易 く,垂直方向には揃い難いので縦波の
ゆらぎは起 り難いということは表現している｡ ferro相及 para相両方で使える形式 と
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･F,-Ei-(＼a･ ck2)<lPkr2, ･ 霊 (雷<IPk(2, ) 2 (9)
Menyhardはこの現象論の成 り立っ条件として(8)を得る時に使った4次の項が無視で
きるという条件 :
蓋 (書 く lPk l2,)2 ≪ ‡宝(a+ck2)<IPkt2> (10)























なる積分の上限の存在を仮定 し,まずkについて積分を遂行 し,その後で角度 d(COSβ)
-dxについて加え合せることにする｡まずkでの積分は
1
普(f )2(2打)2(チ)(I (Ⅹ2+‡ )% dxi2-1
7E 1
･-i _/1(Ⅹ2+‡)% dx･ (13)
になる｡当然 Ⅹ-0とおくと(ll)式に帰着する｡Ⅹでの積分はめんどうだが a/d- 符
とおいて
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